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シトラス
リボン運動

とは

三
つ
の
輪
を
か
た
ど
っ
た
シ
ト
ラ
ス
（
か
ん
き

つ
類
）カ
ラ
ー
の
リ
ボ
ン
を
身
に
着
け
る
こ
と
で
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
や
医
療
従
事
者
、

そ
の
家
族
へ
の
偏
見
を
な
く
そ
う
と
呼
び
か
け
る

運
動
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
輪
は
「
地
域
」「
家
庭
」

「
職
場
（
学
校
）」
を
表
現
し
て
い
ま
す
。

「
誰
も
が
住
み
よ
い
地
域
社
会
」
を
目
指
す
Ｊ

Ａ
ほ
く
さ
い
女
性
部
は
こ
の
活
動
に
賛
同
。
令
和

３
年
３
月
か
ら
参
加
し
て
い
ま
す
。

シ
ト
ラ
ス
リ
ボ
ン
運
動
の
き
っ
か
け
を

作
っ
た

甲
斐
朋
香 

さ
ん

作
り
方
や
材
料
の
指
定
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
部

で
統
一
し
よ
う
と
決
め
た
作
り
方
は「
叶

か
の
う

結む
す

び
」。

表
か
ら
見
た
結
び
目
は
口
の
形
、
裏
か
ら
は
十
字

の
形
に
見
え
る
こ
と
か
ら
、「
口
＋
十
＝
叶
」
で

こ
の
よ
う
に
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
一
見
難
解
で
す

が
、「
覚
え
て
し
ま
え
ば
簡
単
」
を
合
言
葉
に
互

い
に
教
え
合
い
な
が
ら
作
業
に
励
み
ま
す
。

「COVID―19」がもたらす＂災禍＂の中で、
「少しでも＋（プラス）を生み出せたら」と願っ
て発足。大学や企業、メディア関係者などの
有志が所属機関とはかかわりなく緩やかにつ
ながりながらほんの「ちょびっと」だけでも
できることはないかと模索するグループ。

松山大学法学部准教授。
※「ちょびっと19+」共同代表。

ちょびっと19＋とは

JAほくさい
女性部のリボンは

叶結び

取り組んでいます！

ＪＡほくさい女性部
シトラスリボン運動

「
食
と
地
域
を
支
え

る
皆
さ
ま
か
ら
の
ご
賛

同
に
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

メ
ン
バ
ー
一
同
心
よ
り

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

と
同
時
に
、
い
つ
か
こ

の
よ
う
な
活
動
が
不
要

と
な
り
ま
す
よ
う
に
と

願
っ
て
お
り
ま
す
。
皆

さ
ま
の
周
り
で
も
や
さ

し
さ
の
輪
が
ま
す
ま
す

拡
が
っ
て
い
き
ま
す
よ

う
に
。

❷



①フレッシュミズ部会　７月10日

②加須西・志多見支部　７月13日

③南河原支部　　　　　７月14日

④羽生支部　　　　　　７月14日

⑤北川辺支部　　　　　７月16日

８月３日、女性部がひらの内科胃腸科
（羽生市）に100個を贈りました。

６月23日の第25回通常総代会で

結城次長㊧から取材を受ける部員

７月30日、フレッシュミズ部会が行田
中央総合病院に100個を贈りました。

医療機関に寄贈
Ｊ
Ａ
大
塚
宏
組
合
長
も
同
部
の
リ
ボ

ン
を
胸
に
つ
け
て
業
務
に
あ
た
っ
て

い
ま
す
。

各支部で講習会

女性部のシトラスリボン運動が「家の光」の漫画に！

ＪＡ女性部のシトラスリボン運動とマスクの輪

活動が雑誌「家の光」10 月号（９月お届け分）の「ま

んがルポ みんなでできた！ＪＡ女性組織」に掲載

されています。

これに先立ち、６月 17 日にＪＡ本店で長谷川

タマ子部長や儘田光子副部長、鴻茎支部の梓沢

幸子部長や羽生支部の飽戸華子副部長が同

誌の結城京子編集次長らから取材を受けまし

た。

漫画に描かれた部員の顔は驚くほどそっく

り。それぞれの取り組みを展開するまでの経

緯とともにお楽しみください。

❶ ❷
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理
事
会
か
ら

７
月
28
日
の
主
な
議
案

①
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
誌
の
作

成
に
つ
い
て

②
役
員
賠
償
責
任
保
険
に
係
る
保

険
料
の
役
員
負
担
額
に
つ
い
て

③
令
和
２
年
産
米
穀
共
同
計
算
の

仮
精
算
に
つ
い
て

④
精
米
プ
ラ
ン
ト
設
置
工
事
に
つ

い
て

全
議
案
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

税
務
法
律
相
談

10
月
４
日
に
本
店
で
開
催

　
Ｊ
Ａ
で
は
毎
月
、
本
店
、
行
田

中
央
支
店
、
加
須
中
央
支
店
と
会

場
を
移
し
て
土
地
・
建
物
や
税
務
・

法
律
に
関
す
る
無
料
相
談
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

幅
広
い
内
容
の
相
談
に
応
じ
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
ご
相
談
の
あ
る
方

は
事
前
の
予
約
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

〈
日
時
〉　

10
月
４
日
㈪

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分

　

※
相
談
時
間
は
30
分
で
す
。

〈
場
所
〉　
Ｊ
Ａ
本
店

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
の
た
め
、
電
話
相
談
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

〈
ご
予
約
窓
口
〉

　
Ｊ
Ａ
本
店
経
済
部
資
産
管
理
課

（
☎
０
４
８

－

５
６
３

－

３
０
０
０
）

ま
た
は
各
支
店
窓
口
へ

秋の収穫の時期を迎え、今年もＪＡで米の
食味値の計測を行います。しかしながら、現
在機械の老朽化により保守点検を受けることができません。そ
のため、結果はあくまで参考値としてご活用ください。

ご希望の方は、袋や封筒に玄米 200 ㌘を入れて、表に

①銘柄　②ご住所（市名からご記入ください）　③お名前
をご記入のうえ、各支店窓口にお申し出ください。

①銘柄
②ご住所
③お名前

玄米 200㌘

米の食味測定について

特定生産緑地制度
について

平成４年に指定された生産緑地ですが令和４年で30年が経過します。生産緑地の指定から30年経過
前までに、特定生産緑地を選択し指定を受けないと、固定資産税等が段階的に増加し５年後には宅地並
みの課税になってしまいます。また相続税についても、次の世代の方は納税猶予を受けることができま
せん。

特定生産緑地を希望する場合は、生産緑地指定から30年経過前にお住いの市役所にて手続きを行い、
特定生産緑地指定を受ける必要があります。

特定生産緑地に指定されると、10年間はこれまでと同様に税制優遇措置を受けられますが、営農の
継続が必要です。（特定生産緑地は10年毎に継続の判断が可能で、更新する場合は10年経過前に手続
きが必要です。）

生産緑地の所有者様で、ご意向がまだ決定しておらず手続きをしていない方は、以下の３つの選択肢
から今後について決定することになります。

１．特定生産緑地の申請を行い営農継続
２．特定生産緑地の申請をしないで生産緑地のまま営農継続
３．特定生産緑地の申請をしないで生産緑地の買取りの申出（指定から30年経過後）
お早めに制度の内容をご理解いただき、特定生産緑地の指定をするか否かを熟慮の上、ご判断してく

ださい。

特
定
生
産
緑
地
に

関
す
る
お
問
合
せ
先

行田市　都市計画課　公園担当 ☎048-556-1111㈹
加須市　まちづくり課　施設・公園緑地担当 ☎0480-62-1111㈹
羽生市　まちづくり政策課　都市計画係 ☎048-561-1121㈹

ＪＡほくさい
行田地区　資産管理行田営業所（行田中央支店内） ☎048-556-1171
羽生地区　本店経済部資産管理課 ☎048-563-3000
加須地区　資産管理加須営業所（加須中央支店内） ☎0480-61-0905

※川里地区は生産緑地
の指定告示日が平成
22年９月21日なので、
今回の申請対象では
ありません。

※南河原地区は生産緑
地の指定告示日が平
成19年12月25日なの
で、今回の申請対象で
はありません。

❹



　JAほくさいはJAバンク埼玉県信連のJA表彰の第
３位に入賞しました。７月12日に県信連坂本富雄会
長が本店を訪れ、大塚宏組合長と平井清敏副組合長
に表彰状を手渡しました。
　これは昨年度の信用事業における年金や給与振込
口座の純増数、ローンの伸び率等の実績が評価され
てのものです。この度の受賞はひとえに組合員と地
域の皆さまのご支援の賜物と役職員一同感謝いたし
ております。今後も「地域に愛される金融機関」を
目指し、なお一層精進してまいります。

行田農産物直売所 ☎048（556）2203・水曜定休

羽生農産物直売所 ☎048（563）4609・水曜定休

加須農産物直売所 ☎0480（61）3044・火曜定休

騎西農産物直売所 ☎0480（73）6776・火曜定休

北川辺農産物直売所 ☎0280（62）3636・水曜定休

JAバンク信連から表彰

坂本会長㊧から表彰状を受け取る大塚組合長㊥と平井副組合長

埼玉県農地中間管理機構（公益社団法人埼玉県農林公社）または、最寄りの市町村・ＪＡへ
〒361－0013 行田市大字真名板1975番1　☎048－558－3555　℻048－558－3558

E-mail nouchi@sainourin.or.jp 埼玉県農林公社 検索

農地中間管理事業のしくみ

お問い合わせ先

●必要に応じ、簡易な条件整備も行うことがで
きます。

※借り入れる農地には一定の要件があります。
　詳しくは機構のＨＰをご覧下さい。

・規模縮小
・経営転換
・農地相続

・規模拡大
・集 団 化
・新規参入

農地中間管理機構（埼玉県農林公社）貸付出し手

公的な機関だから安心です。 まとまりの
ある形で

公募

転貸 受け手

農地中間管理事業を活用しましょう！

▪（公社）埼玉県農林公社は、農地中間管理機構として県から指定を受け、市町村とともに、意欲あ
る担い手に農地を貸し出し、生産性の向上を目的とする「農地中間管理事業」に取り組んでいます。

▪地域的に農地の利用調整をすすめている場合は、農地がある市農政担当課や農業委員会（農業委員
ならびに農地利用最適化推進委員）、または下記のお問い合わせ先に御相談ください。

▪（公社）埼玉県農林公社は、埼玉県や各市町村、ＪＡ等各種農業団体で構成されている公益法人で
すので、安心して農地をお貸しいただけます。

新
米
収
穫
祭とれたての新米を

特別価格で
販売いたします！

いずれも９時30分より

10/9 土
　  ▼

10/15金

❺



加　　須 騎　　西 北 川 辺 大 利 根
作業単位

作業名 11a以上整理地 11a未満未整理地 10a当り 10a当り 10a当り

耕 耘 １ 回 目 ６,30０ 6,800 ６,０００ ７,81０ ７,85０
耕 耘 ２ 回 目 ４,20０ ４,700 ４,８００ ４,51０ ４,5００
代掻１回耕耘あと １２,60０ １４,000 ８,４００ １2,21０ １3,14０
代掻２回耕耘あと ７,300 ８,400 ７,２００ １０,01０ １０,5００

田 植 え ７,300 ８,400 ７,５００
８,36０

10,010
(側条施肥)

７,85０
１1,0００

(側条施肥)

育 苗
１6,000

(コシヒカリ＋２,000)
10a当り18枚までとする
以後１箱増すごとに９0０

１枚　８５０ １枚　990
一切受託者もち
但し種子は別

1枚１,100

余 り 苗 １枚　４００ １枚　３30

肥 料 散 布   ３,000
肥料代別途

２,０００（６０㎏まで）／１０a
60㎏以上は別途協議のうえ

肥料代別途
３,30０

農 薬 散 布
乳剤　１,０0０
粒剤　２,000
農薬代別途

２,０００
農薬代別途

動噴散布、１戸
５０a以上の受託
とし農薬は委託
者負担３,30０

１,10０
田植同時処理

（農薬代別途）

水稲刈取
（カッター）

２１,0００ ２3,6００ ２０,０００

２４,530
２7,200
２9,340

(10a未満)

11a以上の未整理地
２２,00０

11a未満の整理地
２２,00０

倒伏等作業困難な場合に
は両者協議のうえ割増料
金

水稲刈取（結束） ４,000割増 ２３,０００ ２８,930
麦刈取（カッター） １７,０００ １８,85０
籾 運 搬 生籾1㎏　4 ２,０００

玄米 麦運搬30㎏
玄米籾運搬30㎏　300

保冷庫搬納
１袋当り１０0割増

１００ １10

乾 燥 調 整 料 １㎏　４0 １㎏　３０ １㎏
３4.1０

玄米
１㎏　４2

畦 塗 り １ｍ当り（片側）１０0 片面１ｍ当り    ６０ 50ｍ当り３,30０ １ｍ当り １10

ロールベーラー 米　4,000
麦　5,000

稲わら結束
５,5００

農業機械回送料 　500

麦の播種 種子のみ 5,000
施　　肥 6,500

そばの播種 ３,０００
そばの刈取 ８,０００
機械除草 １㎡　 　２０

消 費 税 各作業料金に別途消費税
（10％）をいただきます

各作業料金に別途消費税
（10％）をいただきます

消費税10％
込みの価格

消費税10％
込みの価格

（単位：円）

❻



行　　田 川　　里 羽　　生
作業単位

作業名 10a以上 10a未満 10a当り 10a以上 10a未満

耕 耘 １ 回 目 6,000 6,500 春作業 ５,3００ ５,５００ ６,５００
耕 耘 ２ 回 目 4,000 4,500 春作業 5,0００ ３,９００ ４,７００
代掻１回耕耘あと 7,500 8,500 ８,6００

（３回掻き）
７,２００ ８,３００

代掻２回耕耘あと 6,500 7,500 ２,８００ ３,５００

田 植 え ７,０００ 8,000 ８,8００

普通田植
６,６００ ７,７００

施肥田植
８,８００ 10,100

育　　　　　苗 １枚　８００ １枚　８００
（播種のみ１枚400）

１枚　9００（種子代含む）
苗運搬料　１箱　５０

肥 料 散 布 ３,０００
肥料代別途

２,０００
肥料代別途

２,８００ ３,０００
肥料代別途

農 薬 散 布
乳剤　１,０００
粒剤　２,０００
農薬代別途

２,０００
農薬代別途

乳剤　1,０００
粒剤　２,０００
農薬代別途

水稲刈取
（カッター）

２０,０００ ２２,０００

２０,０００

１０ａ以上 １０ａ未満

※結束の場合３,０００割増
※倒伏の場合、両者協議

のうえ割増料金決定

水稲刈取
(ｶｯﾀｰ結束) ２２,０００ ２４,０００

麦刈取
(ｶｯﾀｰ結束) 17,900 18,700

施肥播種

麦播

麦刈取
（カッター）

19,000 20,000

１７,4００

５,５００ ６,０００

※結束の場合３,０００割増
※ 倒伏の場合、両者協議

のうえ割増料金決定

麦播(マウントタイプドリルシーダー)

９,４００ １０,２００
経営委託
（水稲）

７０,０００
(委託者へ玄米３００㎏納める)

玄 米
麦運搬   30㎏ １００

管理転作地
休耕地の
雑草処理

５００㎡未満　　
５００～１,５００㎡
１,５００㎡以上

１㎡当り60
１㎡当り50
１㎡当り40

弾丸暗渠 ３,０００ ３,３００

暗渠排水 １ｍ　５５ １ｍ　６０

整地作業 時間当り　８,７００

乾 燥 調 整 料 出来高１㎏35(くず米含む) 米・麦　 １㎏ 　３３ できあがり１㎏当り４０（クズ米含む）

畦 塗 り １ｍ当り　８０（片側） １ｍ当り　100（片側） 片側１ｍ当り５０　両側１ｍ当り８０

ロールベーラー ５,０００

消 費 税 各作業料金に別途消費税
（10％）を頂きます

各作業料金に別途消費税
（10％）を頂きます

各作業料金に別途消費税（10％）を
いただきます

令和3年度 ほくさい管内地域別農作業料金一覧表
（単位：円）

※これは、各地域の農作業料金を決定する機関によるものです
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入手困難のプレミアムチケットです。Ｓ席をご用意！
昼食は「アジュール竹芝」で松花堂弁当♪

ＪＡ共済にご加入の皆さまへ

「アナと雪の女王」 座席の指定不可。チケットは当日のお渡しと
なります。人数により申込グループで席が離
れる場合がございますので予めご了承願いま
す。【チケット券種Ｓ席/１階または２階】

【バス乗車コース】
◆旅行出発日　令和３年12月９日㈭
　旅行代金：24,500円（お一人様）
◆募集人員：40名様　最少催行人員：20名様
◆食事条件：昼１回
◆添乗員：同行致します。
◆利用予定バス会社：秩父鉄道観光バス
◆募集締切日：９月30日㈭

【バス乗車コース行程】※後日改めて集合、解散場所及び時刻をお知らせ致します。　【マークの説明　---バス　◎入場観光】

１ JA管内----アジュール竹芝（昼食）… ◎劇団四季【春】（13:00～16:00）… JA管内
08:30～9:00　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　18:30～19:00

【現地集合解散・昼食セットプラン】
「アジュール竹芝」11:00受付
◆旅行出発日：12月１日㈬・３日㈮・９日㈭
　旅行代金：15,800円（お一人様）
◆募集人員：各日40名様　最少催行人員20名様
◆食事条件：昼１回
◆添乗員：なし（現地係員が対応）
◆交通：アジュール竹芝集合（京浜東北線「浜松町駅」徒歩7分

◆募集締切日：９月30日㈭
お客様の状況によっては、当初の手配内容に含まれていない特別な配慮、措置が必要になる可能性があります。詳細は別途お渡しする「旅行条件説明書
面」の「３、お申込み条件」を確認のうえ、特別な配慮・措置が必要となる可能性がある方は、ご相談させていただきますので必ずお申し出ください。

※交通機関等の都合により日程の一部が変更になる場合がございます。
※この旅行は「国内旅行傷害保険」に加入しています。詳しくは弊社社員へご照会ください。【バス乗車コースのみ】

〈旅行条件〉詳しい旅行条件を説明する書面をお渡ししますので、事前に確認のうえ、お申込みください。
〈旅行企画・実施/お問合わせ・お申込み〉

（一社）日本旅行業協会

〒330-0063
さいたま市浦和区高砂3-12-9
TEL　048-830-1210
総合旅行業務取扱管理者：喜多誠志・杉江望

こんな勧誘にご用心！

　 建物修理契約を締結する前にJAにご相談ください

Ｊ
Ａ
共
済
か
ら
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
安
心
し
て
く
だ

さ
い
。

「
お
宅
の
屋
根
瓦
が
歪
ん
で
い

ま
す
。
共
済
金
の
支
払
い
対
象

で
す
し
、
共
済
金
の
範
囲
内
で

修
理
し
ま
す
。
請
求
手
続
き
が

面
倒
な
ら
、
そ
れ
も
代
行
し
ま

す
よ
。

「共済金が使える」と言って建物
修理の勧誘を受けた場合は

①ウソの理由での請求を
勧められた！

「台風が原因と言
えば問題ないです
から」と、うその
理由で共済金請求
を勧められた。

うその理由による共済金請求は、共済
金詐欺に該当するおそれがあります。

見 積書 の 金額 が
高すぎるので、知
り合いの業者に頼
もうと思い解約し
ようとしたら、高
額な解約料金を請
求された。

見積書の内容通り
の工事をしてもら
えず、引き渡し後
すぐに雨漏りが発
生した。

②法外な解約料金を請求
された！

③ずさんな工事をされ
た！

　　共済金詐欺に
　　ならないのかな？

支払われた共済金の50％
なんて聞いてないわよ

お金を返して！

う
っ
か
り
応
じ
て
し
ま
う
と

住宅等の建物修理に
関するトラブルに
ご注意ください！

観光庁長官登録旅行業939号
埼玉支店
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高品質梨を消費者に～加須市園芸連梨部会～
　加須市園芸連梨部会は、６月24日に「幸水」の摘果巡回指導会を行いました。

　この指導会は、高品質で大玉梨の生産を目的に行うものです。講師に加須農林振興センターの職員を招き、

６名全員のほ場を回って生育状況や10平方㍍あたりの着果量を確認しました。

　また、７月29日には川辺忠部会長の作業場で

幸水の目ぞろえ会を開きました。

　出荷を目前に控え、品質や規格の再確認が目的

です。全会員が着色具合の異なる実を３玉ずつ持

ち寄って、形状や規格、糖度などを確かめました。

　川辺忠部会長は「昨年より２週間ほど早く梅雨

明けしたおかげで、日照時間も多く美味しい梨に

仕上がりました。コロナ感染対策を重視しながら

規格を遵守し消費者に喜んでいただける梨を提供

していきましょう。」と呼びかけました。

　同部会の出荷は８月１日からスタート。このほ

か「彩玉」や「豊水」、「新興」などを県内市場や

加須農産物直売所に出荷します。

羽生の箱島さんが小学校で授業
　羽生市の水稲農家、箱島登さんは７月８日に同市立川俣小学校で授業を行

いました。

　３年生の児童14名に社会科の授業で「農家のしごと」を学んでもらうこ

とが目的です。箱島さんはあらかじめ稲作の１年の仕事の流れを記した資料

を用意し、それに沿って説明しました。

　担任の齋藤章保教諭が「質問がある人」と呼びかけると、ほぼすべての児

童から手があがりました。「稲刈りが終わってから次の田植えまでは何をす

るのか」や「土を耕すのは機械だけでやるのか」、「田んぼの水を出し入れす

るときに苗は流れていかないのか」など、授業の終わりを告げるチャイムが

鳴り終わっても質問が続きました。

水稲穂肥検討会
　JAは、７月５日に大利根地区の４店舗で水稲の穂肥

検討会を開きました。

　生産者に適切な施肥時期や量の目安を知ってもらうこ

とが目的で、講師に招いた加須農林振興センターの職員

が葉色と幼穂長、ヨードカリ反応からそれぞれの生産者

にアドバイスを行いました。

　豊野支店の会場では大谷佐智子さんら10名が来場。

大谷さんは「米価の下落が予想されることから飼料用米

と米粉用米の割合を増やしました。今日教えていただい

たことを生かして多収を目指したい。」と話していまし

た。

巡回指導会で果実の大きさを
測る会員

目ぞろえ会で着色を確認する
川辺部会長㊧ら

児童の質問に答える箱島さん（中央）

当組合ホームページでは、ニュースストーリー（９頁〜11頁）に掲載の写真がカラーでご覧いただけます。

アドバイスを受ける大谷さん㊧

❾



山あげスタート
　６月から川里地区の花き農家で昭和の時代から続く「山あげ」が始まりま

した。

　山あげは夏から秋の間に栽培する花苗を平地から高冷地に移して栽培する

方法です。花芽の分化を早めたり、高山植物を育てたりなど目的は品目ごと

に異なるものの夏場平地では冷房設備が必要になる品目の栽培が可能になり

ます。

　新井貴行さんが代表を務める新花園では7月10日からスタート。父の敬士

さんや従業員と協力し、翌朝栃木県日光市の戦場ヶ原に運ぶプリムラ

15,000ポットをトラックに積み込みました。同園では８月上旬までにプリ

ムラ12万ポットのほか、イベリスやクモマソウなど全18万ポットを15回か

けて運ぶ予定です。

　新井代表は「一口にプリムラと言っても多種多様。私たちが丹精込めたプ

リムラをぜひ多くの方に手に取っていただきたい。」と話していました。

サツマイモの花が開花
　加須農産物直売所協議会の山﨑博行さん

の栽培するサツマイモが６月下旬に花を付

けました。

　品種はパープルスイートロード。薄いピ

ンク色の可憐なこの花は、早朝開花して昼

頃にはしぼんでしまうそうです。

　サツマイモの栽培に詳しい川越農林振興

センターの職員によると、品種によって異

なるものの、基本的にサツマイモが本州で

花をつけることは珍しいのだそうです。

子供たちに埼玉県産納豆を
　７月19日に加須市大越の株式会社山中農産で学校給食用の大豆「納豆小

粒」の播種作業が行われました。この大豆は粒が小さいだけでなく納豆への

加工適正に優れていると実需者からの評価が高い品種です。隣県では作付け

されていますが、倒伏しやすく収量も既存品種の６～７割とあり県内では栽

培実績がほとんどありません。

　今回作付けしたのは50㌃。山中哲大代表取締役がＪＡ全農さいたまの職

員から指導を受け、従業員の戸塚悠介さんとクリーンシーダを取り付けたト

ラクターで播種作業を行いました。

　収穫は11月上旬の予定。年明け２月頃には同社や加工業者、ＪＡや全農、

県学校給食会などの関係者を招いて試食会を兼ねた検討会を行う予定です。

プリムラを積む新井貴行さん

サツマイモの花山﨑さん

全農の職員㊨から指導を受ける山中代表
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白瓜出荷～行田園芸組合白瓜部会～
　行田園芸組合白瓜部会（塚田勝正部会長）は６月22

日から出荷を始めました。

　今作は４月の定植以降気温の高い日が続いたため、近

年の中で最も高品質に仕上がりました。Ａ品の割合が昨

年より２割程度多く、会員は満足顔を浮かべています。

　この白瓜は同市内の漬物店・株式会社飯田屋商店に出

荷するためのものです。奈良漬に加工され行田農産物直

売所等でも販売されます。同社の飯田大介営業本部長は

「量販店に並ぶ安価な奈良漬けには外国産の瓜を使った

ものも多い中、市内産を使ったものは消費者の皆さまか

ら『安心・安全』と人気です。」と話しています。

あなたの声を聴かせてください～常勤役員が農家を訪問～
　JAは常勤役員が若手農業者を訪問し、直接意見を聴く活動を

行っています。ＪＡ自己改革の所得増大に向けた取り組みのひと

つで、いただいたご意見やご要望を今後の事業運営に反映させる

ことが目的です。

　７月５日には平井清敏副組合長が川里地区でミニトマトを栽培

する栗原淳也さんを訪ね、就農するまでの経緯や栽培上のこだわ

りなどを伺いました。平井副組合長はJA青年部の副部長を務め

る栗原さんに「中心となる皆さんで今後の方針を決めていただき、

どんどん活動を進めていただきたい。」と話しました。

　また、同16日には平井副組合長と吉田岳雄常務が北川辺地区

の小倉祐一さんを訪問。水稲50㌶を手掛ける小倉さんが力を入

れる省力化について詳しく話を聞きました。小倉さんは「今後は

経営に関する資金についての情報を積極的に提供してほしい」と

要望。平井副組合長は「担い手に出向くＪＡ担当者（通称Ｔ
タ

Ａ
ッ

Ｃ
ク

）を通じてご案内してまいります。」と回答しました。

休耕田のホテイアオイ見頃
　昨年の８月号「ほくさい彩発見」のコーナーでもご紹

介した加須市佐波の休耕田のホテイアオイが見頃を迎え

ています。

　植え付けは平成11年から。80㌃に広がる薄紫色の花

のじゅうたんを作るために花園管理組合のメンバーが毎

年越冬、株分け作業を行っています。見頃は９月末まで。

開花状況は同市のホームページでご確認いただけます。

塚田部会長（左から２人目）と
部会の皆さん、飯田営業本部長㊨

平井副組合長㊨にトマトについて話す栗原さん

平井副組合長㊥と吉田常務㊨をほ場に案内する
小倉さん

�



身近な地域の名所をご紹介します
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外
敵
に
襲
わ
れ

る
と
自
分
で
尾
を
切
っ
て
逃
げ
る
。
揚
句
は
か
な
り
大
ぶ
り
の
蜥
蜴

で
あ
ろ
う
。「
庭
の
主
か
も
」
の
表
現
で
そ
れ
が
分
か
る
。
一
寸
恐

そ
う
で
。
ち
ょ
っ
と
可
愛
く
て
何
と
も
言
え
な
い
不
思
議
な
生
き
物

で
あ
る
。

加須未来館
9:00～17:00

火曜日定休/直売所とレストランは月曜日も休業
加須市外野350-1
☎0480-69-2160

　平成13年、利根川のスーパー堤防の上に開館しました。建物側
面の特徴的な球体はプラネタリウムです。平成27年に最新型の単
眼式超高解像度8Ｋデジタル投影機が導入され、リアルで迫力のあ
る夜空を疑似体験することができます。天体観測室も併設され、定
期的に観測会や天文講座なども行われています。また、工作室や実
験室、調理室では工芸や科学、料理を楽しめるイベントが、園内の
ほ場では水稲やサツマイモ、ダイコンなど季節の作物の農作業が体
験できる講座などが開かれています。
　同館の秋の風物詩はコスモス。市の花にも指定されています。
80㌃のほ場にはイエローキャンパスやベルサイユレッドなど4種類
が色鮮やかに咲き乱れ、訪れる人の目を楽しませます。見頃は10
月下旬まで。

利根川

加須未来館

※新型コロナウイルス感染拡大の影響により開館・上映・イベント実施状況が変わる場合があります。ご利用希望の方はあらかじめ同市
のホームページをご確認ください。
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近
年
、
台
風
や
爆
弾
低
気
圧
等

の
影
響
に
よ
り
、
稲
刈
り
後
の
稲

わ
ら
が
田
や
用
排
水
路
、
道
路
に

流
出
・
散
乱
す
る
な
ど
の
被
害
が

発
生
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
稲
収
穫
後
、
土
づ

く
り
と
大
雨
や
台
風
の
襲
来
に
備

え
て
、
年
内
に
速
や
か
に
耕
う
ん

し
稲
株
を
ほ
場
に
す
き
込
み
ま
す
。

【
稲
株
の
早
期
す
き
込
み
】

　

稲
株
を
分
解
す
る
土
壌
微
生
物

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
農
業
者
の

高
齢
化
や
担
い
手
の
減
少
等
の
問

題
を
解
決
す
る
た
め
、
ス
マ
ー
ト

農
業
の
導
入
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
埼
玉
県
ス
マ
ー
ト
農
業

普
及
推
進
事
業
モ
デ
ル
経
営
体
の

実
証
に
つ
い
て
紹
介
い
た
し
ま
す
。

【
ロ
ボ
ッ
ト
田
植
機
】

　

加
須
市
北
川
辺
地
区
の
「
株
式

会
社
お
お
や
農
園
」
で
は
、
田
植

機
２
台
を
使
っ
て
、
一
般
的
な
田

植
え
と
ロ
ボ
ッ
ト
田
植
機
を
比
較

す
る
実
証
試
験
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、

苗
補
給
等
の
補
助
者
が
ロ
ボ
ッ
ト

田
植
機
の
監
視
を
兼
ね
る
こ
と
で

省
力
化
を
図
れ
る
こ
と
が
分
か
り

ま
し
た
。

　

ロ
ボ
ッ
ト
田
植
機（
レ
ベ
ル
２
）

※
１ 

は
、
監
視
者
が
ほ
場
周
辺
に

い
る
状
態
で
、
旋
回
も
含
め
て
自

動
で
作
業
を
行
い
ま
す
。
最
初
に

ほ
場
の
外
周
を
有
人
で
走
行
し
て
、

ほ
場
マ
ッ
プ
を
田
植
機
が
自
動
作

成
す
る
こ
と
で
、
走
行
経
路
を
自

動
計
算
し
、
無
人
で
田
植
え
作
業

を
行
い
ま
す
。

※
１　

農
業
機
械
の
安
全
性
確
保

は
、
地
温
が
15
℃
以
上
で
活
動
が

活
発
に
な
る
と
さ
れ
て
お
り
、
早

期
に
す
き
込
む
こ
と
で
稲
株
の
土

壌
分
解
が
促
進
さ
れ
ま
す
。

　

す
き
込
み
は
、
収
穫
後
で
き
る

だ
け
早
く
行
い
、
遅
く
と
も
年
内

に
実
施
し
ま
し
ょ
う
。
秋
に
す
き

込
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
春
先
の
す

き
込
み
に
よ
る
ワ
キ
（
硫
化
水
素
、

メ
タ
ン
ガ
ス
）
の
発
生
が
抑
え
ら

れ
、
根
腐
れ
等
、
稲
の
生
育
障
害

を
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
稲
株
の
早
期
す
き
込
み
は
雑
草
や

病
害
虫
の
予
防
に
効
果
が
高
い
】

　

ク
ロ
グ
ワ
イ
や
オ
モ
ダ
カ
な
ど

の
厄
介
な
水
田
雑
草
の
塊
茎
を
、

土
壌
表
面
に
露
出
さ
せ
る
こ
と
に

よ
り
冬
場
の
低
温
や
乾
燥
で
死
滅

さ
せ
る
効
果
も
期
待
で
き
ま
す
。

　

ヒ
メ
ト
ビ
ウ
ン
カ
や
カ
メ
ム
シ

類
の
越
冬
場
所
を
な
く
す
効
果
も

あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
ス
ク
ミ
リ
ン
ゴ
ガ
イ

（
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
）
の
貝
を
粉

砕
す
る
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

稲
株
処
理
を
早
め
に
！

ス
マ
ー
ト
農
業
の
取
組

農作業安全はＳ-ＧＡＰで取組みましょう。まずは当センターまでご相談ください。

の
自
動
化
レ
ベ
ル「
レ
ベ
ル
２
」：

ほ
場
内
や
ほ
場
周
辺
か
ら
の
監
視

下
で
の
無
人
状
態
で
の
自
動
走
行

（
農
林
水
産
省
安
全
性
確
保
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
）

【
R
T
K
基
地
局
】

　

行
田
市
の
７
戸
の
農
家
が
集

ま
っ
て
組
織
さ
れ
た
団
体
、「
利

根
R
T
K
基
地
局
」
に
よ
っ
て
、

令
和
２
年
度
に
、
R
T
K
基
地
局

が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
※
２

　

こ
の
基
地
局
が
発
す
る
位
置
情

報
の
電
波
を
受
信
す
る
こ
と
で
ト

ラ
ク
タ
ー
等
の
自
動
操
舵
が
可
能

に
な
り
ま
す
。
実
際
に
自
動
操
舵

に
よ
る
ト
ラ
ク
タ
ー
で
耕
う
ん
往

復
作
業
の
重
な
り
を
10
㎝
に
設
定

し
、
ハ
ン
ド
ル
か
ら
手
を
離
し
て

代
か
き
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
設
定

ど
お
り
に
作
業
が
行
え
ま
し
た
。

　

導
入
し
た
農
家
は
、「
作
業
が

正
確
で
疲
労
感
が
格
段
に
少
な
い
。

こ
の
基
地
局
１
基
で
1
0
0
件
の

利
用
が
可
能
に
な
る
。
今
後
、
利

用
希
望
者
を
募
っ
て
、
低
コ
ス
ト

の
利
用
を
進
め
て
い
き
た
い
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

※
２　

Ｒ
Ｔ
Ｋ
と
はReal‒T

im
e 

K
inem

atic

の
略
称
で
、
地
上
に

設
置
し
た
「
基
準
局
」
か
ら
の
位

置
情
報
デ
ー
タ
に
よ
っ
て
、
高
い

精
度
の
測
位
を
実
現
す
る
技
術
の

こ
と
で
す
。

加
須
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

農
業
支
援
部

　
　

０
４
８
０
（
61
）
３
９
１
１

ロボット田植機（無人仕様）による実証試験

稲刈り直後にすき込みを行う様子

自動操舵による代かき
（手を放しての運転監視）
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野
菜
作
り
を
始
め
て
５
年
が
経
ち
ま
し
た
。「
よ
く
で
き
た
！
」
と

思
う
こ
と
も
あ
れ
ば
、「
あ
れ
？ 

ど
う
い
う
こ
と
・
・
・
」
と
い
う
こ

と
も
し
ば
し
ば
。
と
は
い
え
、
年
々
失
敗
の
割
合
は
減
っ
て
は
き
て
お

り
ま
す
。

　

そ
の
原
因
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
が
、「
こ
の
ま
ま
い
く
と
マ
ズ
イ
」

と
い
う
こ
と
が
分
か
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
こ
と
と
、
途
中
で
修
正
を

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
こ
と
。
そ
し
て
一
番
は
環
境

に
恵
ま
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。
外
務
デ
ー
な
ど
で
組
合
員
の
皆
さ
ま
の

お
宅
へ
伺
っ
た
際
な
ど
、
為
に
な
る
お
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
、
そ
れ
を
自
分
の
畑
で
実
践
し
て
い
ま
す
。

　

次
な
る
テ
ー
マ
は
ブ
ド
ウ
（
ナ
ガ
ノ
パ
ー
プ
ル
）
で
す
。
農
家
の
皆

さ
ま
、
今
後
も
ご
教
授
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

T
・
Ｙ

編
集
後
記

二重マスの文字を
Ａ～Ｅの順に並べ
てできる言葉は何
でしょうか？

（出題）ニコリ

ヨ
コ
の
カ
ギ

❶
米
の
収
穫
作
業
の
一
つ
。
手
で
行

う
と
き
は
鎌
を
使
い
ま
す

❷
家
具
な
ど
に
使
う
籐
（
と
う
）
の

こ
と

❸
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
９
番
目

❹
フ
ラ
ン
ス
語
で
栗
の
こ
と

❺
１
位
が
金
、
２
位
が
銀
な
ら
３
位

は❼
阿
倍
仲
麻
呂
や
吉
備
真
備
な
ど
が

こ
の
役
を
果
た
し
ま
し
た

❾
鉄
砲
に
込
め
る
物

⓫
チ
ョ
キ
が
は
さ
み
な
ら
グ
ー
は

⓬
ボ
ー
ル
紙
の
こ
と
を
こ
う
呼
ぶ
こ

と
も

⓭
釣
り
に
使
う
透
明
な
糸

⓯
宗
谷
、
室
戸
、
足
摺
と
い
え
ば

⓰
何
も
す
る
こ
と
が
な
い
状
態
で
す

⓱
喜
・
怒
・
哀
・
―
―

〈
応
募
の
方
法
〉

・
ハ
ガ
キ
に
答
え
、住
所
、氏
名
、年
令
、

電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、〒
３
４
８
ー

８
５
１
３　

Ｊ
Ａ
ほ
く
さ
い
営
農
部
営
農

支
援
課
宛
送
付
（
住
所
の
記
入
は
不
要

で
す
）、
ま
た
は
各
支
店
窓
口
へ
お
出
し

く
だ
さ
い
。
な
お
、
郵
送
し
て
い
た
だ
く

場
合
は
、
令
和
元
年
10
月
１
日
よ
り
通

常
は
が
き
の
郵
便
料
金
が
63
円
と
な
り
ま

し
た
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

・
応
募
の
際
、
ご
意
見
、
本
誌
へ
の

ご
感
想
な
ど
を
お
書
き
添
え
く
だ
さ

い
。
中
か
ら
「
ほ
く
さ
い
」
に
掲
載

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

・
締
切
は
令
和
３
年
９
月
末
日
到
着
分

ま
で
。

・
正
解
者
に
は
抽
選
に
よ
り
賞
品
を
お

贈
り
し
ま
す
。

（
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
：
こ
の
応
募

用
紙
は
抽
選
と
商
品
発
送
お
よ
び
ご
意

見
掲
載
の
目
的
以
外
に
は
使
用
い
た
し

ま
せ
ん
）

〈
８
月
号
の
答
〉

　

リ
ツ
シ
ユ
ウ

タ
テ
の
カ
ギ

❶
中
東
の
国
の
一
つ
。
首
都
は
バ
グ

ダ
ッ
ド

❸
台
風
に
備
え
て
閉
め
て
お
こ
う
か

な❻
す
し
の
し
ゃ
り
に
の
せ
ま
す

❼
９
月
の
第
３
月
曜
日
は
―
―
の
日
。

国
民
の
祝
日
で
す

❽
難
し
く
あ
り
ま
せ
ん

❿
町
火
消
し
が
火
事
場
で
振
っ
た
物

⓮
草
木
も
眠
る
―
―
時

⓰
夕
方
「
カ
ナ
カ
ナ
カ
ナ
…
…
」
と

鳴
く
セ
ミ

⓲
ハ
ウ
ス
み
か
ん
の
生
産
量
が
日
本

一
の
県

⓳
鼻
か
ら
あ
ご
ま
で
を
覆
う
よ
う
に

着
け
ま
す

⓴
十
五
夜
に
楽
し
む
も
の

Ａコース行田産ブロッコリー 小高　和子 さま（大利根）

Ｂコース 川里産多肉植物寄せ植えキット 宮倉　節子 さま（川　里）

Ｃコース川里産シクラメン 栗原　昭司 さま（行　田）

Ｄコース羽生産新米 渋沢　　功 さま（羽　生）

Ｅコース加須産キュウリ 長谷川久子 さま（羽　生）

Ｆコース騎西産梨 中村　賢一 さま（行　田）

Ｇコース北川辺産新米 髙橋　征子 さま（騎　西）

Ｈコース北川辺産トマト 柿沼　みや さま（北川辺）

Ｉコース北川辺産レンコン 綱川みつ江 さま（騎　西）

Ｊコース大利根産イチゴ 岡戸　浩子 さま（加　須）

※ 以上の10名の皆さまにはご当選通知をお送りしたのちに該当月に農産
物を発送いたします。また、Wチャンス賞に当選された43名の皆さま
には最寄りの支店からの賞品のお届けをもって発表に代えさせていた
だきます。

300号記念キャンペーン当選者発表
　このたびは多数のご応募ありがとうございました。のべ応募総
数207名の中から、「お好きな管内産農産物賞」の当選者を以下の
皆さまに決定いたしました。
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